















(maternal factor required for meiosis) タンパク質は BTB/POZドメインと C2H2型
Znフィンガードメインをもつ転写制御因子で、この動物の始原生殖細胞である
極細胞中における生殖細胞性遺伝子 vasa (vas) 遺伝子の発現活性化に必要であ
ることが明らかにされている。また、Mamoの Znフィンガードメインが vas遺
伝子座の特定の塩基配列に結合すること、Zn フィンガードメインをもつが、N
末端の BTB/POZ ドメインを欠いた断片化タンパク質 (MamoAF) が vas 遺伝子
の発現を強く活性化することが示されている。 
	 本研究では、極細胞中における vas遺伝子の発現の活性化機構を明らかにする
ことを目的として、まず Mamo の性質を解析した。その結果、MamoAF に似た




比べて、MamoAF が極細胞中で vas 遺伝子の発現を強く促進することが分かっ




























Tbp mRNAよりむしろ Trf2 mRNAが極細胞中で優先的に発現すること、卵形成
過程においても、Trf2 mRNAが生殖細胞中において、連続的に発現することが
分かった。また、RNAiを用いたノックダウン実験から、TRF2が生殖細胞の維
持に必要であること、TBPは生殖細胞の分化に関わることが明らかになった。
さらに、TRF2が極細胞中における zygoticな vas遺伝子の発現に必要であるこ
とが判明した。さらに、MamoAFによる異所的な vas遺伝子の発現活性化に
TRF2が必要であることが明らかとなった。本研究によって、MamoAFを中心
とした制御ネットワークに転写活性化因子 OvoB、基本転写因子ホモログ TRF2
が含まれること、このネットワークが極細胞中の vas遺伝子の発現活性化に重
要であることが明らかになった。 
